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2-1-1-1 アジア内海と地中海（赤線）-アジア内海を大陸側から見る（Google earth） 
 
 
2-1-1-2 沖縄那覇と中国福州の航程は 480 マイル（海里） 
 港間の航程は、最長距離となる那覇と福州とでは 480M（マイル=海里）である。琉球
の進貢船の航海速力は、4 ノットから 10 ノットであったと考えられる。最低の航海速力で












































































5 月から 6 月までが追い風を利用できる主な期間となる。赤線は航路。 































 ジャンク型進貢船 大和型千石船 
帆装 縦帆 3 本マスト 横帆 1 本マスト 
舵 吊り下げ＋下部固縛 吊り下げ 
デッキ（甲板） 水密 雨よけ 













2-2-1 大和型千石船 (富嶽三十六景 上総の海路 葛飾北斎) 
 
             （Wikimedia Commons, the free media repository より転載） 
 
2-2-2 ジャンク型御朱印船 (Tokyo Naval Science Museum) 
 
             （Wikimedia Commons, the free media repository より転載） 























調査対象 体裁 調査場所 調査日 
1．進貢船図 8 曲屏風 沖縄県立博物館・美術館 2014/7/9 
2．首里那覇港図屏風 表装 沖縄県立博物館・美術館 2014/7/10 










1. 牧野與志男 那覇在住ヨット乗り 2. 青木美佐子 大阪在住ヨット乗り  
3. 崎山正美 糸満在住 4. 西野孝史 糸満在住ヨット乗り 5. 青木洋 大阪在住ヨット
乗り 
調査に協力を得られた学芸員 
沖縄県立博物館・美術館 学芸員 園原謙 



























































































錨泊する 4 隻の大和船（3-6-3 図から）  
 










漁労中のサバニ、櫂で推進と操舵（3-6-3 図から）  
 




































櫂で操舵と推進（3-6-2 図から）  
 















3-6-13 判別不明船（3-6-1 図から） 
 











 進貢船図 首里那覇港図屏風 琉球交易港図屏風 合計隻数 
進貢船 2 2 5 9 
マーラン船 12 20 13 45 
慶良間船 2 7 1 10 
大和船 1 10 9 20 
サバニ 7 13 19 39 
琉球伝馬船 5 12 2 19 
大和伝馬船 3 3 6 12 
爬龍船 3 3 3 9 
シップ型船 0 2 0 2 
判別不明船 10 0 1 11 










見物 踊り 飲食 漁労 合計
人員
進貢船   25 12  6  54    97 
マーラン船 6  8 3    4    21 
慶良間船 2  6     5    13 
大和船    5    66  2  73 
サバニ 3 51 8 4    21   4 91 
琉球伝馬船  20  2  13  59 3   97 
大和伝馬船  10  1  11  28 1   51 
爬龍船 8 80   31 17 14     150 
シップ型船    6        6 
判別不明船            0 











 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 船種不明船 合計隻数 
帆走 1 10 2  3    10 26 
艪走      5 2   7 
櫂走     2   3  5 
錨泊 1 1        2 
係留  1  1      2 
停泊     2  1   3 
被曳航           
曳航           
合計隻数 2 12 2 1 7 5 3 3 10 45 
 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 船種不明船 合計人員 
操舵  6   2   4  12 
艪櫂     5 8 2 35  50 
操帆 17 5   3     25 
見張り観察 9 3  2 4 1 1   20 
旗        13  13 
音曲 2     4 4 6  16 
指揮空手        3  3 
見物 3   8 8 10 3   32 
踊り      3 1   4 
飲食    2      2 
漁労          0 
合計人員 31 14 0 12 22 26 11 61 0 177 








 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 シップ型船 合計隻数 
帆走  10 3 5 3    1 22 
艪走      10 3   13 
櫂走     10   3  13 
錨泊 1 10 4 5  1   1 22 
係留      1    1 
停泊          0 
被曳航 1         1 
曳航          0 
合計隻数 2 20 7 10 13 12 3 3 2 72 
 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 シップ型船 合計人員 
操舵   1     1  2 
艪櫂+(棹)     18 10 3 25(1)  56 
操帆  3 5  3     11 
見張り観察      1   6 7 
旗        9  9 
音曲      4  5  9 
指揮空手        8  8 
見物 23 4 5 20 3 45 13   113 
踊り          0 
飲食          0 
漁労          0 
合計人員 23 7 11 20 24 59 17 48 6 215 







 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 不明伝馬船 合計隻数 
帆走 1 7 1 3 2     14 
艪走      2 6   8 
櫂走     13   3  16 
錨泊 3 6  6      15 
係留         1 1 
停泊          0 
被曳航 1         1 
曳航          0 
漁労     4     4 
合計隻数 5 13 1 9 19 2 6 3 1 59 
 進貢船 マーラン船 慶良間船 大和船 サバニ 琉球伝馬船 大和伝馬船 爬龍船 不明伝馬船 合計人員 
操舵   1  1   3  5 
艪櫂+棹     28 2 5 20  55 
操帆 8  1  2     11 
見張り観察 3   3      6 
旗        9  9 
音曲 4     5 7 6  22 
指揮空手        3  3 
見物 28   38 10 4 12   92 
踊り          0 
飲食          0 
漁労     4     4 
合計人員 43 0 2 41 45 11 24 41 0 207 




























































































 進貢船図 (沖縄県立博物館・美術館蔵) 
 3-6-10 下図 (p22) 
 3-6-11 上図 (p23) 
 
 首里那覇港図屏風 (沖縄県立博物館・美術館蔵) 
 3-6-6 (p18) 
 3-6-7 上図 (p19) 
 3-6-9 上図および中図 (p21) 
 3-6-11 下図 (p23) 
 3-6-12 上図(p24) 
  
  唐船の図 (沖縄県立博物館・美術館蔵；許可を得て東京国立博物館収蔵資料から作成した複製品) 
 2-2-3 (p10) 
 
琉球交易港図屏風 (浦添市美術館蔵) 
 3-6-4 (p16) 
 3-6-5 (p17) 
 3-6-7 下図 (p19) 
 3-6-8 (p20) 
 3-6-9 下図 (p21) 
 3-6-10 上図および中図 (p22) 
 3-6-11 中図 (p23) 
 
2. その他の画像に関しては、画像ごとに出典を記載した。 





 1) 網野 善彦 「日本の歴史をよみなおす」（続）筑摩書房 2005 年 
 2) 網野 善彦 「海民と日本社会」新人物往来社 2009 年 
 3) 上横手 雅敬 「源平争乱と平家物語」角川書店 2001 年 
 4) 高良 倉吉 「琉球の時代」筑摩書房 2012 年 
 5) Matthew C. Perry 木原 悦子 訳 「ペリー提督日本遠征日記」小学館 1996 年 
 6) 榎本 渉 「僧侶と海商たちの東シナ海」講談社 2010 年 
 7) Anthony Reid 著 平野 秀秋、田中 優子 訳 「大航海時代の東南アジア〈1〉貿易風の下で」
法政大学出版局 1997 年 
 8) 内田 晶子、高瀬 恭子、池谷 望子 「アジアの海の古琉球」榕樹書林 2009 年 
 9) 豊見山 和行 「琉球・沖縄史の世界 日本の時代史 18」吉川弘文館 2003 年 
10) 安里 進 「琉球・沖縄史の世界 Ⅰ琉球王国の形成と東アジア」吉川弘文館 2003 年 
11) 真栄平 房昭 「琉球・沖縄史の世界 Ⅱ琉球貿易の構造と流通ネットワーク」吉川弘文館 2003
年 
12) 森本 朝子 「海のアジア 5 越境するネットワーク 海底考古学-新安沈没船を中心に」岩波書
店 2001 年 
13) 村瀬 正章 「池田寛親自筆本『船長日記』督乗丸漂流記を読む」成山堂書店 2005 年 
14) 宮田 俊彦 「琉球・清国交易史―二集『歴代宝案』の研究」第一書房 1984 年 
15) 生田 滋 「琉球弧の世界 (海と列島文化) 第二章」 小学館 1992 年 
16) 岡本 弘道 「古琉球期の琉球王国における「海船」をめぐる諸相」東アジア文化交渉研究 2008
年 
17) 池野 茂 「琉球山原船水運の展開」 ロマン書房本店 1994 年 
18) 豊見山 和行 「船と琉球史－近世の琉球船をめぐる諸相」関西大学文化交渉学教育研究拠点 
2012 年 
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